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【出典：医療法人制度改革について 平成21年11月 厚生労働省 医政局指導課 】

社会医療法人とは※1



３公的病院等への財政措置の拡充

持続可能な地域医療提供体制を確保するため、地域医療構想や医師の働き
方改革等へ対応しながら過疎地域等に必要な不採算・特殊医療を担う公的病
院等の運営経費に対する地方公共団体の助成について、以下のとおり地方財
政措置を拡充。

①公的病院等の医師・看護師等の派遣受入経費に係る特別交付税措置

②公的医療機関等が運営する無床診療所の運営経費に係る特別交付税措置

※公的病院等は以下の公的医療機関等が開設した病院・診療所を指す。

1. 日本赤十字社、2. 済生会、3. 北海道社会事業協会、4. 厚生連、5. 国民健康
保険団体連合会、6. 普通国民健康保険組合、7. 公益社団法人、8. 公益財団法
人、9. 社会福祉法人（済生会を除く。）、10. 学校法人、11. 社会医療法人、
12. 健康保険組合、13. 国家公務員共済組合連合会、14. 公立学校共済組合

【出典：総務省HP 令和5年6月6日公立病院経営強化に関する説明会資料】

「持続可能な地域医療提供体制の確保に向けた地方財政措置の拡充
（令和５年度）」より抜粋

社会医療法人の位置づけ＜公的病院等とは＞



・休日診療、夜間診療等の救急医療

・周産期医療を含む小児救急医療

・精神救急医療

・災害など緊急時に対応する医療（災害医療）

・へき地医療・離島医療

・重症難病患者に対する継続的な医療

・すべての感染症に係る患者を診療する医療

・筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）など継続的な在宅療養を必要とする患者に対する医療や当該
患者の療養環境の向上を図る活動

・患者を早期に社会復帰に結びつける医療連携に関する活動

・医療安全及び疾病予防に関する先進的な活動であって、患者や地域の医療機関に対し無償で
相談助言や普及啓発を行う活動

・質の高い医療従事者の確保、養成に関する活動

・高度な医療技術を利用した研究開発であって、患者や地域の医療機関に対し当該研究結果情
報を無償で提供する活動

・治療との有機的な連携による治験（活動）

公的病院等が担う「公益性の高い医療」とは

【出典：厚生労働省HP 「医業経営の非営利性等に関する検討会」報告書】



第二 地域医療支援病院に関する事項

一 趣旨

地域医療支援病院制度は、医療施設機能の体系化の一環として、医師の少
ない地域を支援する役割を担い、紹介患者に対する医療提供、医療機器等の
共同利用の実施等を通じてかかりつけ医、かかりつけ歯科医等を支援する能
力を備え、かかる病院としてふさわしい構造設備等を有するものについて、
都道府県知事が地域医療支援病院の名称を承認するものであること。

【出典：厚生労働省HP 平成10年5月19日付健政発第639号 厚生省健康政策局長通知】

「医療法の一部を改正する法律の施行について(抄) 」より抜粋

地域医療支援病院とは

医療法 第十六条の二 地域医療支援病院の管理者は、厚生労働省令に定め
るところのより、次に掲げる事項を行わなければならない。

 

三 地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせること。

【出典：医療法 第十六条の二より抜粋】

※2



出典：厚生労働省HPより

地域医療支援病院の役割



５ 病院群指定

（１）基準において、「相互に診療について機能的な連携が
あること」としているのは医師の往来、医療機器の共同利用、
合同カンファレンス等が組織的に行われている等、具体的に
診療について機能的な連携が行われている状態をいう。

「臨床研修病院の指定基準及び病院群による臨床研修病院の
指定基準の運用」より抜粋

【出典：厚生労働省HP 臨床研修病院の指定基準及び指定基準の運用】

基幹型臨床研修病院とは※3



← 医師 多数区域
← 医師 中程度区域
← 医師 少数区域



地域医療連携推進法人制度とは

当該制度は医療機関の機能の分担及び業務の連携を推進す
るための方針を定め、当該方針に沿って、参加する法人の医
療機関の機能の分担及び業務の連携を推進することを目的と
する一般社団法人を、都道府県知事が地域医療連携推進法人
として認定する仕組みである。

【出典：厚生労働省HP 厚生労働省医政局長通知（平成29年2月17日医政発0217第16号）抜粋】

目的のひとつとして、医師、看護師等の人事交流
を実施する必要がある。

【出典：厚生労働省HP 厚生労働省医政局長通知（平成29年2月17日医政発0217第16号）抜粋】



【出典：厚生労働省HP】







医療連携推進区域、参加法人・医療機関

• 社会医療法人蘇西厚生会

住所：岐阜県羽島郡笠松町田代257番地の3

開設：社会医療法人 蘇西厚生会

（地域医療支援病院 、基幹型臨床研修病院 ）

病床数：501床（松波総合病院）

常勤医師数：160名

(関連施設)まつなみ健康増進クリニック、松波総合病院介護

老人保健施設、まつなみ訪問看護ステーション、まつなみ訪問

介護ステーション、まつなみリサーチパーク（医学研究所）

（※1、※2、※3については前述）

• 美濃市立美濃病院

住所：岐阜県美濃市中央4丁目3番地

開設：美濃市

病床数：122床

常勤医師数：8名

• 海津市医師会病院

住所：岐阜県海津市海津町福江656-16

開設：海津市医師会

病床数：99床（39床休止）

常勤医師数：4名

・美濃市（中濃医療圏）
・美濃市立美濃病院

  28km   25分

・羽島郡（岐阜医療圏）
・社会医療法人蘇西厚生会

・海津市（西濃医療圏）
・海津市医師会病院

  23Km   32分

＜連携する医療機関＞

※1

※2 ※3



【出典：厚生労働省HP 令和2年版厚生労働白書】



美濃国地域医療リンケージ医療連携推進方針

１．医療連携推進区域
（１）岐阜県羽島郡（岐阜医療圏）
（２）岐阜県美濃市（中濃医療圏）
（３）岐阜県海津市（西濃医療圏）
２．参加法人
（１）社会医療法人蘇西厚生会（松波総合病院、まつなみ健康増進クリニック、松波総合病院

介護老人保健施設、まつなみ訪問看護ステーション、まつなみ訪問介護ステーション、
まつなみリサーチパーク（医学研究所））

（２）美濃市（美濃市立美濃病院）
（３）一般社団法人海津市医師会（海津市医師会病院）

３．理念・運営方針
（理念）
医療圏の垣根を越え、お互いに補完し合うことで、急速に進む少子高齢化の中で、安定性と持続
性を併せもった効率的な医療提供体制を構築し、それぞれの地域住民の暮らしの安心を実現する。
（運営方針）
（１） 地域住民がより良い医療を受けられるようにする。
（２） 地域医療に貢献する志と能力を持った医師ならびに医療従事者を確保育成する。
（３） 参加法人の安定的経営を追求する。
（４） 地域の医療従事者がやりがいをもって働ける職場環境を追求する。
（５） 地域の医療機関の役割分担を重視する。

みののくに

岐阜県の形をモチーフに
した
ロゴ 阪本研一院長作成



Q,なぜ異なる医療圏の病院と組むのか？
• 両病院が医療従事者不足で困っていた。

• 従来から医師派遣、患者受け入れを行っていた。

• 美濃市長（元県総務部長・ぎふ清流国体推進局長）、海津市医師会長がより

強固な関係構築を望んでいた。

↓
Q.組んで松波Ｈは得するのか？

⇒社会医療法人・地域医療支援病院・基幹型臨床研修病院の使命として、

医師少数区域の支援がある。

金銭的な側面では益はあまりないと思われる。

Q,2次医療圏を超えるのは遠くないか？

⇒そもそも設定された二次医療圏は必ずしも実情を反映していない。

車による時間距離（道路事情）が大切。

病院車（車いす搭乗可能）で患者・職員の移動はカバーできる。




	スライド 1: 　　　　地域医療連携推進法人　 　　　みののくに 　　　　　「美濃国地域医療リンケージ」  　　　　　～令和５年度岐阜県圏域地域医療構想等調整会議～
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 地域医療連携推進法人制度とは
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 医療連携推進区域、参加法人・医療機関
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: Q,なぜ異なる医療圏の病院と組むのか？
	スライド 17



